
令
和
2
年
度
通
常
総
会
が
、
2
月

5
日（
水
）午
後
1
時
30
分
か
ら
、

「
呉
羽
ハ
イ
ツ
」
に
お
い
て
役
員
、

支
部
長
ほ
か
139
名
が
参
加
し
て
、
開

催
さ
れ
た
。

総
会
冒
頭
に
松
田
会
長
は
、「
昨

年
の
台
風
19
号
に
よ
る
長
野
県
の
水

害
復
興
支
援
と
し
て
応
急
仮
設
木
造

住
宅
建
設
に
15
名
の
組
合
員
が
手
を

上
げ
、
仮
設
住
宅
建
設
に
汗
を
流
し

て
頂
い
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
敬
意

を
表
し
た
い
。
も
し
県
内
で
発
生
し

て
い
た
ら
県
連
と
し
て
十
分
な
対
応

が
で
き
る
の
か
と
い
う
心
配
と
、
災

害
発
生
時
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

一
方
、
今
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
組
織
維
持
・
拡
大
運

動
、
労
働
安
全
対
策
、
担
い
手
育
成

等
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

稼
働
2
年
目
と
な
る
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
加
入
促
進
な
ど

を
計
画
し
て
い
る
。
本
日
の
総
会
で

は
、
こ
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
5
議

案
を
提
案
し
て
お
り
、
ご
審
議
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨

拶
し
た
。

次
に
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
、
新
川

地
協
加
積
支
部　

山
本
信
明
氏
の
議

長
選
任
、
資
格
審
査
員
の
任
命
と
続

き
、
議
事
に
入
っ
た
。
議
案
は
、
令

和
元
年
度
の
事
業
経
過
報
告
、
収
支

決
算
の
承
認
の
件
、
令
和
2
年
度
入

会
金
・
会
費
承
認
の
件
、
令
和
2
年

度
事
業
計
画
、
事
業
収
支
予
算
案
の

5
議
案
が
上
程
、
審
議
さ
れ
全
議
案

が
承
認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
全
建
総
連 

勝
野

圭
司
書
記
長
よ
り
、「
毎
年
組
合
員

 明日に向けて、組織拡大、建設キャリアアップシステム
加入促進などの取り組みを決議

令和２年度 通常総会を開催

に
お
願
い
し
て
い
る
ハ
ガ
キ
要
請
運

動
は
、
一
見
地
味
な
活
動
と
し
て
受

け
止
め
が
ち
で
あ
る
が
、
厚
生
労
働

省
担
当
部
署
で
は
、
一
枚
一
枚
目
を

通
し
、
多
く
の
組
合
員
か
ら
の
要
請

と
受
け
止
め
ら
れ
、
国
保
助
成
の
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
国
保
に
限
ら
ず
、
全
建
総

連
と
し
て
様
々
な
要
請
な
ど
で
中
央

官
庁
へ
出
向
く
機
会
が
多
く
あ
る
の

で
、
各
県
連
出
身
の
国
会
議
員
と
太

い
パ
イ
プ
が
後
押
し
と
な
り
、
協
議

が
円
滑
と
な
る
場
合
も
多
々
あ
る
の

で
、
日
ご
ろ
か
ら
出
身
国
会
議
員
と

の
付
き
合
い
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
。」
と
国
と
の
交
渉
の
舞
台
裏
も

交
え
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

各
部
会
総
会
報
告

県
連
通
常
総
会
終
了
後
、
各
部
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
令
和
2
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
に
つ
い

て
審
議
・
承
認
が
な
さ
れ
た
。

―
―
上
田
健
次
氏（
入
善
支
部
）を

副
会
長
に
選
任
―
―

日　

時　

  

令
和
2
年
2
月
12
日（
水
）

午
前
10
時
よ
り

場　

所　

  「
呉
羽
ハ
イ
ツ
」大
会
議
室

各
部
会
総
会
報
告

シ
ニ
ア
の
会

今
年
度
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
や

研
修
会
を
計
画

出
席
者　

58
名
（
来
賓
含
む
）

議　

案
　

令
和
2
年
度
事
業
計
画
、

予
算
等
議
案
及
び
役
員
辞

任
に
伴
う
補
充
に
つ
い
て

全
議
案
原
案
通
り
承
認

研　

修
　「
健
康
寿
命
日
本
一
を
目

指
し
て
」
こ
れ
か
ら
も
健

康
で
生
き
て
く
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス

講
師
／
県
厚
生
部
健
康
課　

課
長
補
佐　

吉
井
英
宏
氏

日　

時
　

令
和
2
年
2
月
19
日（
水
）

午
後
4
時
30
分
よ
り

場　

所
　「
ホ
テ
ル
よ
し
原
」会
議
室

出
席
者　

20
名

議　

案
　

令
和
2
年
度
事
業
計
画
等

議
案
に
つ
い
て
全
議
案
原

案
通
り
承
認

令
和
2
年
3
月
6
日（
金
）に
総
会

開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
国
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
自
粛
要
請
を
受
け
、
中
止
す
る
こ

と
を
決
定
。

と
や
ま
古
民
家
伝
統
情
報
バ
ン
ク

古
民
家
情
報
の
収
集
や

現
地
視
察
研
修
を
計
画

青
年
部
協
議
会

今
年
も
、
県
下
2
建
築
高
等
職

業
訓
練
校
に
お
い
て
、
新
し
く
担

い
手
と
な
る
べ
く
大
工
の
技
能
・

技
術
を
学
ん
だ
訓
練
生
5
名
が
修

了
式
を
迎
え
た
。

今
年
の
修
了
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
全
世
界
的
な

規
模
で
拡
大
す
る
中
で
の
開
催
で

あ
り
、
各
訓
練
校
は
、
式
典
を
極

力
短
く
す
る
と
と
も
に
感
染
対
策

に
配
慮
す
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら

し
、
修
了
式
を
挙
行
し
た
。

魚
津・高
岡
の
２
訓
練
校
で

修
了
式
を
挙
行

　
学
ぶ
こ
と
を
止
め
ず
、次
へ
の
ス
テ
ー
ジ
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
！

◆
3
月
27
日（
金
）
午
後
2
時
～

◆
修
了
生
（
3
名
）

武た
け

部べ

公こ
う

平へ
い

　
　
宮み
や

腰こ
し

勇ゆ
う

次じ

打う
ち

出で

翔し
ょ
う真ま

◆
3
月
18
日（
水
）
午
前
10
時
～

◆
修
了
生
（
2
名
）

堺さ
か
い

谷だ
に

凌り
ょ
う　

　
久く

保ぼ

慎し
ん

陽や

高
岡
訓
練
校

魚
津
訓
練
校

建
築
高
等
職
業
訓
練
校

式
典
で
は
、
校
長
よ
り
訓
練
生

一
人
一
人
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
、

仕
事
と
の
両
立
の
中
で
の
獲
得
し

た
修
了
証
だ
け
に
、
感
慨
も
ひ
と

し
お
で
あ
っ
た
。

今
、
若
い
大
工
職
人
が
減
少
し

つ
つ
あ
る
中
、
伝
統
工
法
を
継
承

し
て
い
く
担
い
手
と
し
て
、
大
工

職
人
の
誇
り
を
持
ち
、
確
か
な
腕

を
磨
き
、
明
る
い
未
来
を
切
り
開

い
て
も
ら
い
た
い
。

▲▲総会挨拶する
松田会長 ▲▶

全
建
総
連▲

勝
野
書

記
長
に
よ
る
講
演

▲▲挨拶する河合会長

▲▲マスク姿で修了証を授与▲▲左より久保さん、堺谷さん

▲▲左より宮腰さん、武部さん、打出さん

▲▲挨拶する高野会長と会場の様子

▲▲講演する吉井氏
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対 象 資 格

❸木造建築物の組立て等作業主任者技能講習

❷フルハーネス型墜落制止用器具特別教育 ❶丸のこ等取扱い作業従事者特別教育

今年度上期に県連で実施する 資格取得講習

県
連
で
は
、
組
合
員
で
平
成
30
年

度
4
月
以
降
に
左
記
の
資
格
を
取
得

さ
れ
た
方
に
、
区
分
に
応
じ
て
報
奨

金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

（
令
和
元
年
度
）
の
申
請
者
数
は
、

木
造
建
築
物
の
組
立
主
任
7
名
、
そ

の
他
4
名
の
計
11
名
で
、
資
格
を
取

得
し
な
が
ら
も
未
申
請
と
な
っ
て
い

る
方
も
多
数
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
制
度
で
す
の
で
、
ご
活

用
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
申
請
有
効
期
間
は
、
資
格
取

得
日
か
ら
3
年
以
内
で
す
。

申
請
方
法
、
申
請
書
式
は
県
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

資
格
取
得

報
奨
金
制
度

へ
の
申
請
を
！

本年も上記講習を実施いたします。この講習は、厚生労働省の助成対象講習です。▲
ぜひ該当者が受講されますようにご配意をお願い申し上げます。令和 2年度計画としては、▲
今回のみの開催となります。
◆開 催 日 時▲ 令和2年6月9日（火）～10日（水）▲9時～17時15分
◆開 催 場 所▲ 富山県建築会館2階▲大会議室
◆定 　 　 員▲ 100名（定員になり次第締切）
◆受 講 料	 12,000円（受講料一部免除は、1人当たり8，000円）
◆テキスト代▲ 1,600円
◆申込・問合せ先	 （一社）富山県建築組合連合会（TEL▲076－428－8255）
▲ ※申込は、持参または郵送でお願いします。
◆申 込 日 時▲ 5月7日（木）～8日（金）▲9時～16時
◆申 込 書 等▲ 詳しくは、県連ホームページよりダウンロードし、ご確認ください。

労働安全衛生規則の一部が改正され、2ｍ以上で作業床を設けることが困難な場所で、
フルハーネス型墜落制止用器具を用いて作業を行う場合、特別教育を受けることが義務づけ
られました。つきましては、下記のとおり特別教育を開催いたします。
◆開 催 日▲ 　　　令和2年5月20日（水）　　　　令和2年6月25日（木）
◆開 催 場 所▲ 各回とも富山県建築会館2階▲大会議室
◆定 　 員▲ 各回とも50名（定員になり次第締切）
◆受 講 料▲ 5,000円（組合員特別受講料、テキスト代含む、当日受付にて徴収）
◆修 了 証▲ 当日受講終了後に交付
◆申込・問合せ先▲ （一社）富山県建築組合連合会
▲ TEL▲076-428-8255　FAX▲076-428-8277
◆申込受付期間▲ 　　　4月22日～5月13日まで　　　　6月4日～6月18日まで▲
◆申 込 書 等▲ 詳しくは、県連ホームページよりダウンロードし、ご確認ください。

第1回 第2回

第1回 第2回

「携帯用丸のこ等」を取扱う作業に従事する作業員には、丸のこ等の取扱いに関する特別
教育に準じた教育を行うことが必要とされています。
県連では、この特別教育が建設キャリアアップシステムの建築・型枠大工の評価判定の必須
項目となっていることも踏まえ、未受講の組合員を対象に下記のとおり開催いたします。

◆特別教育日程

NO 開催日・講習時間 申込受付期間 募集
人数 場　　所

第1回
令和2年5月15日（金）
受付　12：10～12：40
講習　12：45～17：30

4月17日（金）
～5月8日（金） 50名

県営高岡総合プール会議室
高岡市八ヶ88番地の1▲
TEL▲0766-28-1166

第2回
令和2年6月12日（金）
受付　12：10～12：40
講習　12：45～17：30

5月22日（金）
～6月5日（金） 70名

ありそドーム会議室
魚津市北鬼江2898-3▲
TEL▲0765-23-9802

第3回
令和2年7月17日（金）
受付　12：10～12：40
講習　12：45～17：30

6月26日（金）
～7月10日（金） 30名

砺波建築高等職業訓練校
砺波市豊町2-15-12▲
TEL▲0763-32-5778

第4回
令和2年8月4日（火）
受付　12：10～12：40
講習　12：45～17：30

7月14日（火）
～7月28日（火） 50名

県連会館2階▲大会議室
富山市西荒屋25番地の4▲
TEL▲076-428-8255

◆定 　 員▲ 上記日程表に記載（定員になり次第締切）
◆受 講 料▲ 2,500円（組合員特別受講料、テキスト代含む、当日受付にて徴収）
◆受講対象者▲ 組合員
◆修 了 証▲ 当日講習終了後に交付
◆申込・問合せ先▲ （一社）富山県建築組合連合会
▲ TEL▲076-428-8255　FAX▲076-428-8277
◆申 込 書 等▲ 詳しくは、県連ホームページよりダウンロードし、ご確認ください。

一級建築士、設備設計一級
建築士、構造設計一級建築
士、単一等級技能士、一級
技能士、一級施工管理技士、
第一種電気工事士、電気通
信主任技術者、電気主任技
術者（第一種、第二種）、給
水装置工事主任技術者、登
録基幹技能者、一級土木施
工管理技士
※技能検定　建設関係32職種　※登録基幹技能者　33職種　※職業訓練指導員免許　11科
（建築科、とび科、建設科、建築板金科、畳科、表具科、左官・タイル科、配管科、木工科、塗装科、塑性加工科）

二級建築士、木造建築
士、二級技能士、二級
施工管理技士、第二種
電気工事士、電気主任
技術者（第三種）、電気
通信工事担任者、職業
訓練指導員免許、二級
土木施工管理技士

ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆
工、ずい道等の掘削等、採石のための掘削、
鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、石綿、鉛、
特定化学物質及び四アルキル鉛等、木材加
工用機械、型枠支保工の組立て等、足場の
組立て等、木造建築物の組立て等、建築物
の鉄骨の組立て等、地山の掘削及び土止め
支保工、コンクリート造の工作物の解体等、
有機溶剤、酸素欠乏・硫化水素危険

区分1 区分2 区分3
支給金額10,000円 支給金額6,000円 支給金額3,000円

各
種
資
格
を

　
取
ら
れ
た
方
は

ご
確
認
く
だ
さ
い

総合資格学院の組合員受講割引について
受講申込みをされる際「富山県建築組合連合会の組合員」であると申し出ていただくと、▲
１級・２級建築士をはじめとした建築、建設関連資格取得講座受講料の組合員割引が適
用されます。割引額はコース・講座により異なりますが、3万円から1万円の金額です。

詳しくは　総合資格学院	富山校　ＴＥＬ076-439-1011まで
（富山市桜木町1-29▲アイザック城址公園前ビル3Ｆ）

恩とは返せるものではなく、送るもの
技術の継承と後継者育成に尽力
両砺波地協　砺波支部
平井 健司さん（48歳）

の
継
承
と
後
継
者
育
成

を
目
指
し
、「
と
な
み

野
建
築
」
を
設
立
し

た
。
職
人
各
々
の
力

の
結
集
が
事
業
の
成
功

を
生
む
の
で
、
代
表
を

務
め
て
い
る
が
、
私
も
職
人
集
団
の

一
員
と
し
て
仕
事
に
励
ん
で
い
る
。

ま
た
砺
波
地
区
に
は
「
枠
の
内
」
で

建
て
ら
れ
た
古
民
家
が
多
く
あ
り
、

建
築
の
専
門
家
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
り
、
地
域
の
空
き
家
問
題
に

も
携
わ
っ
て
い
る
。

Ｑ　

独
立
を
意
識
し
て
仕
事
へ
の
考

え
方
は
ど
う
変
化
し
た
か
？

Ａ　

修
業
時
代
は
二
級
建
築
士
を
は

じ
め
施
工
管
理
や
電
気
工
事
関
連
な

ど
の
資
格
取
得
に
努
め
て
い
た
が
、

知
識
を
得
た
こ
と
で
技
術
だ
け
で
は

通
用
し
な
い
こ
と
が
あ
る
と
気
づ
き
、

木
造
建
築
の
設
計
か
ら
施
工
に
至
る

ま
で
全
て
に
精
通
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
を
新
た
に
し
た
。
独
立

し
て
か
ら
も
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指

し
て
日
々
勉
強
。「
大
工
」
と
は
生

涯
勉
強
で
あ
り
、
非
常
に
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
あ
る
。

Ｑ　

後
継
者
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
？

Ａ　

私
自
身
、
㈱
白
井
大
工
会
長
の

白
井
棟
梁
の
恩
義
な
く
し
て
は
独
立

は
で
き
な
か
っ
た
。
大
恩
に
報
い
る

た
め
、「
恩
と
は
返
せ
る
も
の
で
は

な
く
、
送
る
も
の
」
で
あ
る
と
心
に

刻
み
、
技
術
の
継
承
と
後
継
者
育
成

に
力
を
注
い
で
い
る
。
現
在
は
砺
波

訓
練
校
で
指
導
員
を
務
め
る
他
、
も

の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
県
内

の
建
築
会
社
で
実
技
指
導
を
し
て
い

る
。
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
は
、

小
学
生
ぐ
ら
い
ま
で
が
重
要
。
大
工

さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
、
感
動
で

き
る
体
験
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
将

来
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、
イ
ベ
ン
ト

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

Ｑ　

こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
。

Ａ　

若
い
う
ち
か
ら
仕
事
に
従
事
す

れ
ば
当
然
技
術
の
習
得
は
早
い
。
し

か
し
こ
れ
か
ら
大
工
を
目
指
す
人
は
、

Ｑ　

大
工
の
道
を
志
し
た
の
は
？

Ａ　

日
曜
大
工
で
の
父
と
の
思
い
出

が
あ
り
、
小
学
生
の
頃
か
ら
木
で

『
も
の
づ
く
り
』
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
。
縁
が
あ
っ
て
井
波
の
宮
大

工
で
修
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新

聞
報
道
で
重
要
文
化
財
「
勝
興
寺
」

の
工
事
を
知
り
、
砺
波
市
の
㈱
白
井

大
工
に
入
門
。
腕
を
磨
い
た
。

Ｑ　

独
立
し
た
目
的
は
？

Ａ　

富
山
県
に
は
「
枠
の
内
」
に
代

表
さ
れ
る
木
組
み
の
技
術
が
あ
り
、

そ
の
世
界
に
誇
れ
る
伝
統
的
な
技
術

技
術
を
磨
く
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
建

築
に
つ
い
て
学
び
、
知
見
を
広
め
て

欲
し
い
。
そ
し
て
独
立
を
目
指
す
人

は
、
自
分
た
ち
が
持
つ
技
術
が
い
か

に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ

る
と
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
。

▲◀▼現在手がけている神社の図面と
加工途中の部材

▲▲となみ野建築の職人集団（右から3人目が平井さん）▲
「良い仲間がいるからこそ良い仕事ができる」

▲▲独立後、初めて設計・施工を
任された圓光寺の鐘楼堂
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高岡地協　西高岡支部
宮城　司

高
岡
地
協
西
高
岡
支
部
の
宮
城
で

す
。
私
が
建
築
組
合
に
加
入
し
て
か

ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

私
は
大
工
を
始
め
た
の
が
遅
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
建
築
業
界
の
人
た

ち
や
、
普
段
同
じ
職
場
で
働
い
て
い

な
い
方
と
の
活
動
に
、
戸
惑
い
や
解

ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
中
で
も
組
合
行
事
に
は

で
き
る
だ
け
参
加
す
る
よ
う
心
が
け
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
な
ど
組
合
で
の
集
ま
り
を
通
じ

て
、
諸
先
輩
方
か
ら
建
築
組
合
の
あ

り
方
や
仕
事
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
月
6
日（
金
）に
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
青
年
部
総
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

拡
大
す
る
中
、
国
の
自
粛
要
請
が
出

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
幹
部
で
開
催
に

つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
中
止
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

そ
し
て
3
年
前
に
西
高
岡
支
部
の

青
年
部
長
と
な
り
、
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
助
け
を
借
り
な

が
ら
、
2
期
目
を
務
め
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
部
長
に
な
る
と
、

今
ま
で
関
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
各

支
部
の
方
々
と
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
や

仕
事
の
や
り
方
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、

自
分
の
未
熟
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
刺

激
も
い
た
だ
き
な
が
ら
や
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
県
の
行
事
と
し
て
、「
職

人
ま
つ
り
」
や
高
岡
工
芸
高
校
で
の

未
来
事
業
な
ど
に
も
参
加
し
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
が
で
き
る
場
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

た
だ
、
ど
こ
の
集
ま
り
で
も
耳
に

す
る
の
が
、
組
合
員
が
い
な
い
、
若

い
人
が
い
な
い
と
い
う
話
で
す
。
現

実
に
西
高
岡
支
部
で
も
、
私
が
加
入

し
て
以
降
、
ほ
と
ん
ど
下
の
世
代
が

増
え
て
い
な
い
状
況
で
す
。
私
が
加

入
し
た
頃
先
輩
に
言
わ
れ
た
「
若
い

人
た
ち
の
青
年
部
だ
か
ら
」
と
い
う

言
葉
を
今
自
分
で
も
感
じ
て
い
ま
す
。

今
の
時
代
、
人
を
増
や
す
の
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
若
い

人
が
組
合
に
加
入
し
て
き
た
と
き
は
、

成
長
で
き
て
楽
し
い
場
に
な
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
活
動
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
物
故
会
員
名

（
令
和
元
年
12
月
3
日
～
令
和
２
年
4
月
7
日
）

支
　
部

氏
　
名

年
齢

氷

見

山
本
　
政
則

67
歳

戸

出

池
田
　
栄
治

72
歳

砺

波

吉
田
　
　
清

68
歳

城

端

川
口
　
　
弘

68
歳

黒

部

西
田
　
　
萌

73
歳

魚

津

四
十
崎
　
修

43
歳

富

山

田
嘉
　
　
斉

85
歳

以
上
7
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

組
合
活
動
を
通
し
て

今
年
度
の
方
針
や
行
事
取
組
に
つ
い

て
の
協
議
、
応
急
仮
設
住
宅
建
設
に

つ
い
て
の
報
告
研
修
、
そ
し
て
県
下

青
年
部
役
員
、
瓦
、
板
金
、
左
官
等

の
青
年
部
の
方
々
と
の
懇
親
会
を
予

定
し
て
い
た
だ
け
に
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

今
後
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

く
の
か
、
そ
し
て
私
た
ち
の
仕
事
や

家
庭
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
く
の
か
、
ま
っ
た
く
想
像

も
で
き
ま
せ
ん
が
、
青
年
部
と
し
て

は
「
大
工
さ
ん
に
出
会
う
日
」、「
県

連
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」、「
職
人
ま

つ
り
」
な
ど
の
年
間
行
事
に
つ
い
て

一
致
団
結
し
、
準
備
・
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
「
職
人
ま
つ
り
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
1
日（
日
）

に
例
年
と
場
所
を
変
え
会
場
を
高
岡

（
御
旅
屋
通
り
）
に
移
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
内
容
の
濃
い
「
職
人
ま
つ

り
」
に
し
た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
す
で
に
地
元
の
建
材
卸
㈱
南
陽

さ
ん
や
高
岡
市
役
所
の
協
力
を
い
た

だ
け
る
こ
と
で
話
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い

う
逆
境
に
負
け
る
こ
と
な
く
私
自
身

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
青
年
部

の
皆
様
方
に
は
、
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2
月
6
日（
木
）、
タ
カ
ノ
ホ
ー
ム

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
倉
庫
（
富
山
市
婦

中
町
）
に
お
い
て
、
全
木
協
（
全
国

木
造
建
設
業
協
会
）
主
催
に
よ
る
応

急
仮
設
木
造
住
宅
建
設
実
技
講
習
会

が
開
催
さ
れ
、
計
33
名
が
受
講
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
端
に
聴
講
す
る

だ
け
で
な
く
、
実
際
に
組
立
施
工
作

業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
緊
急
時
に

効
率
的
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
や
仮

設
木
造
住
宅
を
よ
り
具
体
的
な
形
で

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ

れ
た
。

実
技
講
習
に
先
立
ち
、
昨
年
の
長

野
水
害
で
応
急
住
宅
建
設
の
元
請
け

と
し
て
奮
闘
さ
れ
た
㈱
小
林
創
建
代

表
小
林
稔
政
氏
よ
り
、「
行
政
も
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ほ
ぼ
毎
日
の

よ
う
に
交
渉
や
打
ち
合
わ
せ
、
上
下

水
道
・
電
気
の
引
き
込
み
、
現
場
監

督
・
建
築
大
工
の
不
足
な
ど
短
期
間

に
整
理
す
べ
き
事
項
が
山
積
し
、
倒

れ
る
の
で
は
と
周
囲
に
心
配
を
か
け

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
何
と
か
期
間
内

に
完
成
で
き
た
の
は
、
富
山
県
連
ほ

か
全
建
総
連
組
合
よ
り
熟
練
し
た
大

工
さ
ん
の
就
労
支
援
を
頂
い
た
こ
と

が
大
き
く
、
改
め
て
感
謝
し
た
い
。」

と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

青年部協議会議長
梧桐 秀貴

青
年
部
総
会
挨
拶
に
か
え
て

逆
境
に
負
け
ず
、

一
層
の
団
結
と
協
力
を

緊
急
時
に
備
え
応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設

実
技
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る

―
実
寸
大
の
富
山
型
仮
設
住
宅
の
組
立・施
工
を
体
験
―

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
実
技
講
習

へ
。
さ
す
が
現
役
大
工
集
団
、
設

計
図
・
仕
様
書
に
基
づ
き
段
取
り

良
く
作
業
を
進
め
、
予
定
し
た
時

間
を
大
幅
に
短
縮
し
作
業
を
終
了

し
た
。
こ
の
富
山
型
応
急
仮
設
木

造
住
宅
の
設
計
に
あ
た
っ
た
タ
カ

ノ
ホ
ー
ム
桑
田
技
術
部
部
長
は
、

「
富
山
の
気
候
風
土
を
考
慮
し
、

大
雪
で
も
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
で

き
る
よ
う
屋
根
勾
配
を
緩
く
し
た

り
、
界
壁
は
ボ
ー
ド
を
軒
下
か
ら

全
面
に
張
り
断
熱
と
防
音
対
策
を

図
る
な
ど
の
工
夫
を
行
な
う
と
と

も
に
、
施
工
時
の
安
全
性
や
解
体

時
の
作
業
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
、

す
べ
て
ビ
ス
止
め
に
よ
る
施
工
方

法
を
と
っ
た
。
ま
た
、
解
体
後
に

材
料
が
再
利
用
で
き
る
よ
う
な
設

計
と
し
た
」
と
富
山
型
の
特
徴
に

つ
い
て
語
っ
た
。

新型コロナウイルス感染症とは？
（COVID-19）

■主な症状
発熱・咳・鼻水などの風邪と似た症状で、重症
化すると肺炎・呼吸困難等を引き起こす
■潜伏期間
1～ 12.5日程度
（多くは5～6日程度だが個人差がある）
■感染経路

【接触感染】  ウイルスがついた手で口・鼻・目
を触ることによる感染

【飛沫感染】  感染した人のせきなどのしぶきに含
まれるウイルスを吸い込みおこる
感染

■特徴
一般的には症状が重い方が人にうつしやすいと
されるが、新型コロナウイルスは、症状がなく
ても感染力があるとの報告もある

１人ひとりが適切な予防対策を行い、
感染拡大を防ぎましょう。

①こまめに手洗い
②アルコール消毒
③適度な湿度と換気

～せきやくしゃみの症状がある方は、
　積極的にマスクをつけましょう～

令
和
2
年
度
事
業
計
画
・
予
算
決
定

2
月
28
日（
金
）午
後
2
時
よ
り
、

富
山
県
建
築
会
館
2
階
大
会
議
室
に

通
常
組
合
会
を
開
催

地域名 受診
対象者 受診者受診率

富 山 487 259 53.2%
三 郷 24 14 58.3%
富 南 55 37 67.3%
八 幡 36 16 44.4%
岩 瀬 57 15 26.3%
四 方 39 13 33.3%
水 橋 86 37 43.0%
細 入 18 9 50.0%
婦 中 137 80 58.4%
呉 羽 137 57 41.6%
大 山 34 17 50.0%
大 沢 野 91 54 59.3%
八 尾 135 84 62.2%
山 田 16 11 68.8%
朝 日 138 74 53.6%
入 善 219 127 58.0%
魚 津 335 170 50.7%
立 山 112 42 37.5%
加 積 152 79 52.0%
上 市 88 42 47.7%
黒 部 230 140 60.9%
高 岡 217 119 54.8%
戸 出 61 35 57.4%
高岡東部 63 39 61.9%
西 高 岡 85 29 34.1%
伏 木 40 28 70.0%
太 田 34 24 70.6%
中 田 58 41 70.7%
般 若 野 34 22 64.7%
氷 見 257 149 58.0%
小 矢 部 103 57 55.3%
福 岡 59 38 64.4%
新 湊 270 149 55.2%
射 水 256 126 49.2%
砺 波 124 83 66.9%
庄 東 60 47 78.3%
井 波 58 29 50.0%
福 光 81 46 56.8%
福 野 39 34 87.2%
津 沢 43 22 51.2%
城 端 69 51 73.9%
合 計 4,637 2,545 54.9%

2019年度
特定健診受診率

（2月末集計値）

お
い
て
、
令
和
2
年
度
通
常
組
合

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

丸
田
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
富

山
県
建
築
組
合
連
合
会
会
長
松
田

昇
氏
か
ら
の
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、

笹
野
辰
雄
議
長
、
堀
憲
三
副
議
長

に
よ
り
、
議
事
録
署
名
人
に
稲
崎

修
氏
（
加
積
支
部
）、
島
孝
吉
氏

（
戸
出
支
部
）
の
両
氏
を
選
任
し

て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
第
1
号
議
案
か
ら
第

5
号
議
案
ま
で
の
全
議
案
が
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
1
号

令
和
2
年
度
　
富
山
県
建
設
国

民
健
康
保
険
組
合
事
業
計
画
の

件議
案
第
2
号

令
和
2
年
度
　
富
山
県
建
設
国

民
健
康
保
険
組
合
歳
入
歳
出
予

算
の
件

議
案
第
3
号

令
和
2
年
度
　
法
令
遵
守
（
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
実
践
計
画

の
件

議
案
第
4
号

令
和
2
年
度
　
借
入
金
の
件

議
案
第
5
号

令
和
2
年
度
　
保
険
料
の
件

お知らせ
これまで特定健診業務を担当しておりまし
た長谷川友香里が3月末で退職いたしました。
後任には、1月より採用した中村はる香が担
当しますので宜しくお願いいたします。
また、令和 2年度よりレセプト点検を富山
県国保連合会へ委託しますので、業務を担当
しておりました清水美紀子が4月より国保連
合会へ移籍いたしました。

令和 2年度＜新たに実施する主要事項＞
①▲見習い職人の適用対象職種を「建築大工」限定から、「その他の建設業に従事する職種」全般に拡大する。
②▲「介護保険料」を一人につき400 円値上げし、2,200 円から2,600 円に改定する。
③▲インフルエンザ予防ために10 月～12 月の期間でワクチン接種された被保険者に対して、一人につき2,000
円を上限に助成する。
④当国保が創立 50 周年となることから、記念事業を実施する。

医療保険者として「建設国保」が目指す、特定健診・保健指導受診率の目標
【年度別達成目標】 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
特定健診受診率 60％ 62％ 64％ 66％ 68％ 70％
特定保健指導実施率 10％ 14％ 18％ 22％ 26％ 30％

重要！

▲▲議長（上市）
笹野辰雄

▲▲副議長（新湊）▲
堀憲三

▲▲開会挨拶▲
丸田理事長

▲▲来賓挨拶▲
松田会長
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お 詫 び
4 月 5日（日）に開催を予定しておりました第 27 回県連ボウリング大会は、新型

コロナウイルスの感染拡大や、国を挙げての感染対策に鑑み、大会を中止いたし
ました。この日の参加を楽しみにしておられた方や、練習を積んでこられた方に
は、諸般の事情をご理解いただき、ご容赦いただきますようお願い申し上げます。
また次年度の参加をよろしくお願い申し上げます。

新川地協　加積支部
津幡 正秋

今
か
ら
3
年
前
、「
県
連
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
あ
る
の
で
出
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
、
県
連
の
役
員
を
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
二
つ
返
事
で

引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
全
く
ゴ
ル
フ
な
ど
し
た
こ
と

も
な
い
の
に
、
な
ん
で
引
き
受
け
て

し
ま
っ
た
の
か
、
後
に
な
っ
て
後
悔

し
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
出
場
す
る
か
ら
に
は
、

恥
ず
か
し
い
ス
コ
ア
は
出
し
た
く
な

い
と
思
い
、
練
習
場
に
通
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
な
に
ぶ
ん
初
め
て
な
の

で
玉
に
当
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
初

歩
の
初
歩
レ
ベ
ル
の
こ
と
が
心
配
で

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
練
習
し
て

い
く
う
ち
に
、
徐
々
に
シ
ョ
ッ
ト
の

精
度
も
上
が
り
、
当
初
の
不
安
も
薄

ら
い
で
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
県
連
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
当
日

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
新
緑

が
鮮
や
か
な
ま
さ
に
ゴ
ル
フ
日
和
。

周
囲
の
目
が
集
ま
る
中
い
よ
い
よ
自

分
の
打
順
が
廻
っ
て
き
ま
し
た
。
グ

リ
ー
ン
本
番
初
デ
ビ
ュ
ー
の
私
の
一

打
目
は
、
心
臓
の
鼓
動
が
自
分
に
も

聞
こ
え
る
ほ
ど
の
緊
張
で
し
た
が
、

周
囲
に
さ
と
ら
れ
な
い
よ
う
少
し
引

き
つ
り
な
が
ら
の
笑
顔
で
緊
張
を
隠

し
、「
と
に
か
く
当
た
っ
て
く
れ
」

と
祈
り
を
込
め
て
の
ス
イ
ン
グ
。
祈

り
が
通
じ
た
の
か
、
球
が
青
空
に
吸

い
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
な
我
な
が
ら

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
と
な
り
、
周
囲
の

者
か
ら
素
質
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
お
だ
て
ら
れ
る
こ
と
し
き
り
で
し

た
。
自
分
自
身
も
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て

「
俺
は
何
か
持
っ
て
い
る
」
と
い
う

変
な
自
信
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
私
に
と
っ
て
初
め

て
の
ゴ
ル
フ
は
上
出
来
過
ぎ
る
形
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
が
ゴ
ル
フ
を
始
め
た

こ
と
が
何
と
な
く
知
れ
渡
り
、
何
度

か
誘
わ
れ
て
行
く
う
ち
に
、
そ
こ
で

知
り
合
っ
た
人
か
ら
仕
事
を
頼
ま
れ

る
な
ど
思
わ
ぬ
余
禄
も
あ
り
、
こ
ん

な
こ
と
な
ら
も
っ
と
早
い
内
か
ら
始

め
れ
ば
よ
か
っ
た
な
ど
と
も
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
世
界
中
大
混
乱
と
な
っ
て
お
り
、

私
た
ち
建
築
業
で
も
空
調
機
器
、
水

回
り
機
器
の
入
荷
が
滞
り
、
工
期
の

遅
れ
が
生
じ
る
な
ど
の
影
響
が
出
る

●タテのキー
①やがてカエルになります
②春は○○に、里に、野にも来ます
③植物の一部を他の植物に接ぐこと
④薬味としても重宝されるジンジャー
⑤日本語を学ぶ授業
⑥○○やライオンの赤ちゃんは動物園で会えます
⑧天然の鯛は養殖物より○○○が高い
⑪野原で探そう、○○○のクローバー
⑬タイルの間
⑮ショートケーキの上を飾る春の果物
⑯綿毛をそっと吹いてみよう
⑱得の反対
⑳日本は○○○○気候で春夏秋冬に分かれる
㉑京都のここは茶が名産
㉓野の花で首飾りや○○○を編もう
㉔春に咲く、かれんな野の花
㉕規則のことです
㉗贈り物にこれをつけることも

●ヨコのキー
①春は動物の世界でも○○と子の姿が見られる
③土手などに顔を出すスギナの胞子茎
⑤正座して弾く日本の弦楽器
⑦新○○○○も切ると涙が出ます
⑨夜の花見はこれを見ながら
⑩こんなものか、と○○○○する
⑫アスファルトの○○○を突き破って出てくる植物の力
⑭○○○で飼っている鳥から雛が生まれた
⑰相手チームなどを妨害するような言葉
⑱○○にしようか、うどんがいいかな
⑲鶏肉です
⑳○○を仇で返す
㉑春においしいタケノコ、○○にはいっぱい？
㉒山菜は春が○○○です
㉔買い物をしてここで支払い
㉕マスコミなどで現地からの報告として聞きます
㉖生がおいしい春キャベツには○○○○Cもあります
㉗はいはイエス、いいえは○○

ポカポカ陽気に誘われ…
解答欄 A B C D E

㉘一番身近な海外かもしれません
㉙春に冬眠から目覚めるリスはこの仲間

●先回の解答　ユキゲシキ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の5名の方に決定しました。
〈当選者名〉（敬称略）
小林　裕一（魚　津）　　高橋　共映（富　山）
谷川　和信（大沢野）　　加藤　信雄（西高岡）
南山　　諒（福　光）

●応募方法　Ａ～Eの文字を順番に並べてできた言葉（解答）
と住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記まで
お送りください。FAXでも受け付けます。５名様（正解者多数
の場合は抽選）に1,000円分の図書券を進呈します。解答と
当選者は匠203号で発表します。

●応募締切日　令和2年6月30日（火）消印有効
●送付先
・〒939-8251　富山市西荒屋25-4▲
富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係

・FAX：076-428-8277

60
歳
か
ら
の
手
習
い

「ゴ
ル
フ
と
の
出
会
い
」

　
砺
波
市
立
砺
波
東
部
小
学
校
4
年

井
波	

虎と

空あ

さ
ん ●今回のお父さん

高岡地協　高岡支部　井波　真さん

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
か
っ

こ
い
い
大
工
さ
ん
で
す
。
毎
日

朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
た
ち
ま
え

の
時
は
、
夜
が
お
そ
く
て
さ
び

し
い
け
ど
、
お
父
さ
ん
が
い
る

日
の
方
が
多
い
の
で
、
う
れ
し

く
て
安
心
し
ま
す
。　
　
　
　

近
く
で
仕
事
を
し
て
い
る
と

き
は
、
お
父
さ
ん
の
仕
事
を
見

に
行
っ
た
と
き
も
あ
り
ま
す
。

屋
根
の
上
や
細
い
木
の
上
を
ス

イ
ス
イ
歩
く
お
父
さ
ん
は
す
ご

く
か
っ
こ
い
い
で
す
。　
　
　

た
ま
に
休
み
が
あ
る
と
き

は
、
ぼ
く
の
野
球
を
見
に
来
て

く
れ
た
り
、
外
で
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
も
し
て
く
れ
ま
す
。
野

球
の
ト
ン
ボ
（
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
の
道
具
で
、
正
式
名
称

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ー
キ
）
も

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　
　

ぼ
く
は
、
そ
ん
な
お
父
さ
ん

み
た
い
な
強
く
て
、
か
っ
こ
よ

く
て
、
や
さ
し
い
男
に
な
り
た

い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

お
仕
事
は
た
い
へ
ん
だ
け

ど
、
が
ん
ば
っ
て
ね
。
ま
た
野

球
し
よ
う
ね
。　
　
　
　
　
　

な
ど
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
青
空
の

下
、
い
い
空
気
を
思
い
切
り
吸
っ

て
ゴ
ル
フ
を
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
い
い
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
反
省
会

で
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
重
き
を
お

い
て
お
ら
れ
る
方
は
、
も
う
し
ば

ら
く
我
慢
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

第28回県連ゴルフコンペ
開催のご案内

◆開催日時　令和2年6月23日（火）
午前8時50分より受付、午前9時52分ス
タート（アウト・イン同時スタート）
◆開催場所　太閤山カントリークラブ
（射水市平野1番地▲▲TEL0766-56-1200）
◆参加資格▲ 県連の組合員
◆会　　費　1人2,000円（当日徴収）
◆プレー代　1人12，050円
（お食事券付、各自負担にて各々カント
リークラブへ支払う）
◆申込締切▲ 5月29日（金）
※詳細は別途ご案内致します。

第42回県連地区選抜対抗ソフトボール大会
開催のご案内

―― 今年度は、日曜日に開催予定 ――
◆開催日時▲ 令和2年8月30日（日）午前9時（天候不順の場合は中止）
▲ （抽選会　8月6日（木）午後2時　於▲県連会館2階会議室）
◆開催場所▲ 富山市婦中羽根ピースフル公園運動広場
▲ （富山市婦中町羽根1000-1）
◆参加チーム▲ 地区代表2チームで計8チーム
※事故、ケガの無いように練習をお願いします。

シニアの会 第34回パークゴルフ
大会開催のご案内

◆開催日時　令和2年6月1日（月）
午前9時集合・受付、午前9時20分開会
式、午前9時30分スタート
◆開催場所　▲下村パークゴルフ場
（射水市加茂中部569▲▲TEL0766-59-8111）
◆会　　費　1人2,000円（当日徴収）
※▲今年度はパークゴルフ後の懇親会は実施せ
ず、弁当での対応と致します。
◆申込締切　▲5月15日（金）
シニアの会地域委員に申込みのこと
◆お問合せ　県連事務局
（TEL076-428-8255　FAX076-428-8277）
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